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みよた社会保険労務士事務所 

はじめに 

マイナンバー制度開始の影響もあり、社会保険未加入事業

所に対する加入指導が多く行われています。これからはい

っそう社会保険に対する公平な取扱いが強化されていく

ことでしょう。 

 

その社会保険の中で特に影響が大きい高額所得者に対す

る保険料負担を実態に合わせるべく、標準報酬月額上限な

どの改正が行われます。以下、社会保険関係の今後の法改

正予定について紹介します。 

 

1. 健康保険の等級上限の変更 
現在、標準報酬月額は、健康保険が1等級（58,000円）

から47等級（1,210,000円）までの47等級、厚生年金

保険が1等級（98,000円）から30等級（620,000円）

までの30等級に分かれています。 

 

このうち、健康保険の上限が平成28年4月1日より引き

上げられ、下表のとおり3等級追加されます。 

 

改正前 

月額等級 標準報酬月額 報酬月額 

第47等級 1,210,000円 1,175,000円以上 

 

改正後 

月額等級 標準報酬月額 報酬月額 

第47等級 1,210,000円 
1,175,000円 以上 

1,235,000円 未満 

第48等級 1,270,000円 
1,235,000円 以上 

1,295,000円 未満 

第49等級 1,330,000円 
1,295,000円 以上 

1,355,000円 未満 

第50等級 1,390,000円 1,355,000円 以上 

 

なお、平成28年3月時点の標準報酬月額の基礎となった

給与の額が1,235,000円以上の被保険者については、平

成28年4月から追加された標準報酬月額に再度あてはめ

られ、新しい標準報酬月額が決定されます。 

 

2. 標準賞与額の上限の改定 
賞与についても上限の改正が行われます。現在、賞与にか

かる社会保険等級の上限は、健康保険が年度（4月から翌

年3月）累計額540万円、厚生年金保険が支給1回（同

じ月に2回以上支給されたときは合算）あたり150万円

となっています。 

 

このうち、健康保険の上限額については、平成28年4月

1日より573万円に引き上げられます。 

 

なお、この改正は平成28年4月1日以降に支給された賞

与額が対象となります。 

 

3. その他の改正予定 

平成28年10月から、従業員数501人以上の企業につい

ては社会保険適用をパートにも拡大し、週20時間以上、

月額賃金88,000円以上の短時間勤務者も社会保険加入

の対象となります。 

 

中小企業については当面適用されませんが、数年以内に適

用の方向に行くことが予想されます。 

 

社会保険制度全体の維持のため、これからも社会保険加入

はますます重要な経営課題となりそうです。 

 

今後の社会保険関係の 

法改正情報 

社会保障制度の持続のために、平成28年4月

から健康保険の標準報酬月額と賞与額の上限

額が改定されます。その他社会保険の法改正

動向について解説します。 



 

  

みよた社会保険労務士事務所 

はじめに 

人事評価はマネジメントの中でも特に難しい分野です。貢

献度の高い人に高い報酬を与えたいとリーダーならば誰

もが考えますが、売上などの「結果」に偏重した評価を行

うと自分の成績だけにこだわった非協力的な行動を助長

することになります。 

 

一方で、プロセス（過程）を正しく評価をしようと試みた

としても、意欲や行動に対してはあいまいな評価になりが

ちです。以下、プロセス評価の精度をどのように上げるこ

とができるかについて考察します。 

 

1. 「能力－行動－成果」を定義する 
人事評価の精度を上げるためには、まず「能力-行動-成果」

の定義をすることが必要です。 

 

下図に示した通り、③の成果を出す人は「①能力があり」

かつ「②その能力を使った行動」をしています。営業マン

であるなら「①プレゼン能力」があり、かつ「②プレゼン

の機会を得るための電話営業」をしているから③の成果に

つながっていると推定できます。 

 

それぞれの職種において「成果とは何か？」をきちんと定

義し、既存の社員の中で高い成果を出している人が「①ど

んな能力があり」「②どんな行動をしているか」を書き出

していくと、評価すべきポイントが明確になるでしょう。 

 

2. 中間要素の存在を自覚する 
ところが、能力があって行動もしているが、成果に結びつ

かないことが実際には起こります。そこにはマーケット規

模の違いや消費者ニーズの変化など、能力や行動と関係の

ない「中間要素」が存在するためです。 

 

変化スピードの速い現代においてはこの中間要素が常に

変化しているため、成果を出すために必要な能力や行動の

定義も流動的に変わってしまう可能性があります。 

 

さらに「分析が得意」「勢いあるプレゼンが得意」などの

社員の能力の個人差によっても選ぶべき行動に違いがあ

るでしょう。 

 

3. 目標設定と相互行動支援の文化づくり 
そのため、「能力はこれを身につけなさい」「◯回電話営業

をしなさい」などの画一的なものでなく、もっと柔軟で、

個人ごとにカスタマイズ可能なプロセス管理が求められ

ます。 

 

社員一人ひとりに合わせたプロセス管理をするためには、

1対大勢でなく1対1～2の小規模なチームでの管理手法

が適しています。 

 

チームごとに定量的な目標設定をしてその目標達成に必

要な「能力開発行動」と「成果を出す業務行動」を定量的

にタスク化してもらいましょう。 

 

さらに、それぞれのチームが立てた計画が、成果のために

適切かをマネージャーが継続的に見て、適宜必要なフィー

ドバックを行うと良いでしょう。

プロセス評価の精度を 
上げる方法 

人事評価があまりに「結果偏重型」だと、チ

ームビルディングなどに悪影響を与えます。

「作業過程＝プロセス評価」をどのように組

み込めばよいでしょうか。 



 

  

みよた社会保険労務士事務所 

はじめに 
サラリーマンの妻などの被扶養配偶者の年収が 130 万円

以上になると自分で社会保険に加入しなければならず、そ

の分社会保険料負担が増えるため、年収を 130 万円未満

に抑えようとする「130 万円の壁」という問題がありま

す。 

 

この問題を解決するために政府はパートの勤務時間を増

やしたり給与をアップしたりする企業に助成金を支給す

る方針を発表しました（詳細は未定です）。 

 

扶養問題については今後の法改正動向もあり注目すべき

話題ですので、あらためて「130 万円の壁」問題につい

て解説します。 

 

扶養の種類 

扶養には「健康保険の扶養」と「年金の扶養」「所得税の

扶養」の三つがあると考えるとわかりやすいでしょう。 

 

収入が一定額未満の配偶者については、家計においてメイ

ンの収入を稼いでいる方が養育しなければならない状態

だとみなし、「扶養されている方」に保険料や税を負担さ

せないという仕組みがあります。 

 

 

扶養に入る／入らないの基準 
次に、社会保険（健康保険と厚生年金）に加入している配

偶者の扶養に入れるか入れないかの基準について解説し

ます（税金の扶養については説明を省略します）。 

 

扶養に入れるかどうかは①収入面と②働き方の面の二つ

から判断します。①収入面では年収130万円未満（60歳

以上または障害年金受給者については 180 万円未満）で

あること、②働き方の面では自身で社会保険が適用になる

ほどの長さで働いていないことが条件となります。 

 

社会保険では、現在正社員の4分の3以上の働き方をす

ると社会保険適用となるため、週40時間の法定労働時間

から換算すると概ね週30時間勤務がボーダーラインとな

ります。 

 

①収入面 

年収 130 万円未満（60 歳以上または障

害年金受給者については180万円未満）

が条件 

②働き方の面 

自身で社会保険が適用になるほどの長さ

で働いていないことが条件（概ね週 30

時間未満） 

 

 

扶養の効果 
扶養に入れると、自身で健康保険料、年金保険料を支払う

必要がなくなりますので、その合計分だけ家計負担が軽く

なります。 

 

逆に言うと、扶養の基準から少しでもオーバーしてしまう

と、その保険料負担分だけ手取り収入が減ってしまうこと

になります 

※ただし、扶養に入ろうとする者が自身で社会保険に加入した場合、 

その分将来の老齢年金は手厚くなります。 

 

 

従業員数501人以上の企業については、平成28年10月

より「週20 時間以上、年収 106 万円以上」のパート労

働者についても社会保険が適用となる予定です。 

 

いまさら聞けない 

「130万円の壁」 

被扶養配偶者の年収が130万円以上になると社会保険の

扶養から外れ、手取り支給額が減ってしまう逆転現象に

対して、政府方針により助成金が検討されています。あ

らためて「130万円の壁」現象について解説をします。 



 

  

みよた社会保険労務士事務所 

はじめに 
リーダーがすべきことは何でしょうか。現在ではマネジメ

ントという言葉が広く使われていますが、リーダーが行う

ことで最も大切なのはマネジメントではありません。 

 

本書はリーダーが心がけること、やるべきことがとてもシ

ンプルに書かれています。 

 

チームメンバーだった頃の気持ち 

チームのリーダーになると会社から結果を求められるため、

メンバーだった頃の気持ちや自分の中で固く誓っていたこ

とを忘れがちになります。 

 

「リーダーになったらあの習慣はやめる」 

「リーダーになったらメンバーをどんなことがあっても守りぬく」 

「メンバーの成果を横取りするようなリーダーには決してならない」 

 

メンバー時代に誰もが一度は思ったであろうことも、いざ

リーダーの立場になると、成果の重圧に押しつぶされそう

になり、なりたくなかったリーダー像に向かっているケー

スは少なくありません。 

 

この連鎖を止める方法 

メンバーと良い関係を築くために必要なものはいうまでも

なく「信頼」です。しかし、信頼とは単なる言葉ではなく

行動の積み重ねでしか生まれません。 

 

本書では、見開き2ページでひとつのエッセンスを解説す

る構成になっており、それらが実に75項目あります。また、

成功事例や道徳的な内容だけでなく、悪い例もあるために

読みながら自分で行動の振り返りができます。 

 

部下育成や上司との関わり方など多岐にわたる行動指針

はきっとどのようなポジションの人材が読んでも役に立

つといえます。 

健全な危機感をあおる 

第6章「チームの温度を上げる」

の中に興味深い項目があります。 

 

「健全な危機感をあおる」とはど

のような状況でしょうか。成果目

標といういわばノルマのようなも

のが設定されており、達成・未達

成の責任はリーダーが負います。 

 

「このままでは、目標が達成できない。深刻な状況だ」 

 

このようにメンバーに伝えてもチーム一人ひとりの人材

はやる気になりません。リーダーから来る強迫観念によっ

て行動するよりも「この状況を何とかできるのは自分たち

しかいない」とチームの危機を自分事のように捉えられる

文化をリーダーは醸成していかなければなりません。 

 

変わったように見せてもいい 

長年リーダー育成のコンサルタントである筆者による「リ

ーダーにとって最も必要なことの結論」はあとがきに書か

れています。 

 

使命感、責任感、意思決定力、統率力、自己改革力など、いろいろ

な言葉が思い浮かんだかもしれません。あなたが思い浮かべたその

すべてが、どれも「とても大切なもの」であることに間違いないと

思います。ただし、「最も大切なものは？」という問いへの答えは、

ついてきてくれるメンバーだと私は思います。 

 

人はなかなか変われない。でも、変わったように見せるこ

とはできる。繰り返しながら習慣づけることで本当のリー

ダーになってほしいという筆者の想いが詰まった本書は

リーダー、そしてこれからのリーダー候補に読んで欲しい

一冊だといえるでしょう。 

シンプルだけれど重要な 

リーダーの仕事 守屋 智敬 著 

単行本：192ページ 

出 版：かんき出版 

価 格：1,400円（税抜） 

 



 

  

みよた社会保険労務士事務所 

労務管理や助成金などのご相談がござい

ましたら、お気軽に当事務所までお問い合

わせください。 

当事務所へのお問い合わせについて
 

今月の月刊 社労士みよた＋Plusはいかがでしたか？ 

来月も充実した内容でお届けしていきますので、よろしくお願いいたします。 

 

なお、今回の内容に関して、ご不明点やご依頼などございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

 

みよた社会保険労務士事務所 

所長 御代田 裕介 

所在地 

〒963-8024 

福島県郡山市朝日一丁目20番11号 

オフィスイン21 305号 

営業時間 平日9:00～18:00 

電話 024‐983‐0735 

FAX 024‐983‐0736 

メール info@office-miyota486.com 

 

 
代表よりあいさつ 
 

新年あけましておめでとうございます。年末年始はゆっくり休めましたか？ 

 

今年の正月は、同い年の女性が３３歳の大厄ということで、厄払いを兼ねて同級会が行われました。 

生活環境の変化、精神的なストレスなどから、体調を崩しがちな時期といわれています。 

今年は、暴飲暴食はなるべく控え、そこそこ健康に気を遣い、ほどほどに運動する。そんな一年にしたいです。 

 

申年ですね。年男ではないですが、動物占いで「尽くす猿」の私としては、非常に楽しみな年でもあります。 

おだてられるとすぐ調子に乗る私ですが、今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

当事務所からの 

お知らせ 



 

  

みよた社会保険労務士事務所 

健康保険上の扶養の範囲に入るか否かについてのフローチャートです。今後の扶養手続きの際にご活用ください。 

 

 
扶養の範囲確認フローチャート 

2016年版ワークシート 

家族は「配偶者、子、孫、直系の尊属（父母、祖父母など）、弟妹」にあたる 

働いている 

家族は3親等以内の親族、内縁関係

の配偶者の父母および子にあたる 
はい 

いいえ 

同居している 

はい 

社会保険の扶養になれない 

いいえ 

はい いいえ 

不動産収入などその他の収入がある 

年収130万円未満（60歳以上、または一定の障害者に当たる人は

180万円未満）であり、かつ扶養者の収入の1/2未満である 

 

はい いいえ 

社会保険の扶養に入れる（配偶者の場合、 

国民年金第３号被保険者となる） 

 

いいえ はい 

いいえ 

勤めている会社は社会保険に入っている 

週あたり概ね30時間未満（※社員501名以上の企

業に勤めている場合は20時間未満）勤務である 

 

はい 

いいえ 
はい 

はい 
いいえ 

※2016年10月 

以降の条件です 

 


